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(1) JSCA の紹介(引⽤元︓JSCA HP)と⾒学会実施概要 
一般社団法人 日本建築構造技術者協会(略称 JSCA：Japan Structural Consultants Association)は，1989

年に設立された 建築構造に関する高度な技術と豊富な実務経験を有する建築構造技術者の団体です 
建築構造の設計及び工事監理等に関わる職能・学術・技術の発展に関する事業を行うことにより，快適で

地球にやさしく安全・安心で永持ちする建物の建設，そして社会資産として文化的価値の面からも質の高い

建築物の実現に貢献し，もって公共の福祉増進及び文化の醸成に寄与することを目的として設立されている． 
 
この協会の中部支部 地盤系部会(主査：大林組 名古屋支店 構造設計部 河野秀生 副部長)からご連絡を頂

き，地盤材料試験の見学会を，下記の仕様のように実施いたしました． 
・見学会開催日時 ：平成 27 年 11 月 20 日(金) 14:15～17:45 
・見学・研修内容 ：地盤材料試験ビデオによる概要講習，試験の実地見学，濃尾地盤の解説など 
・参加者(所属) ：40 名 (鹿島建設，大成建設，清水建設，大林組，日建設計，東海旅客鉄道 他) 
 

(2) ⾒学・研修の詳細内容 

 

14:15～14：30

14：30～15：00

開始 終了 A班見学内容 説明者 B班見学内容 説明者

物理試験，抜出し 加藤・石原・伊藤・清水 液状化試験 久保

動的変形試験 久保

圧密（15:40-15:45） 岩田 

液状化試験 久保 力学試験 池田・松村

　・試験方法・データシートの見方

動的変形試験 久保 材料・岩石試験 小倉・梅田・江上

力学試験 池田・松村

材料・岩石試験 小倉・梅田・江上

圧密（16:25-16:30） 岩田 

全員：会議室へ移動

15:45 － 15:55

15:50

東海地方の地盤についての講義：坪田邦治16:35-17:35

　・一軸圧縮，三軸圧縮試験

－

16:15 －

　・一軸圧縮，三軸圧縮試験
15:25 － 15:35

－

　　・試料抜出し，成形

　　・土粒子密度，含水比，粒度，液性・塑性限界

　　・試料抜出し，成形

　　・土粒子密度，含水比，粒度，液性・塑性限界
15:25

15:45

15:15 －

15:05

地盤材料試験　試験編　説明スケジュール　　　（平成27年11月20日）

　・締固め・CBR・岩石試験

　・試験方法・データシートの見方

　・試験方法・データシートの見方

主催：JSCA中部

16:30

14:15～17:45　地　盤　材　料　試　験　編　見　学

ビデオ講習

主催者挨拶 JSCA中部支部-河野秀生さま，試験所-坪田邦治

ビデオにより，地盤材料試験の概要を把握（全国地質調査業協会連合会編）

15:05 －

15:15－

A班：（20名） B班：（20名）

終了挨拶（17:40）

15:50
　・試験方法・データシートの見方 　・締固め・CBR・岩石試験

16:05

15:55

16:15－

16:05 15:35

－ 16:30

物理試験，抜出し 加藤・石原・伊藤・清水
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(河野主査による開会挨拶)             (ビデオ講習：地盤材料試験全体を概要把握)

(物理試験見学：液性・塑性限界試験)           (力学試験見学：三軸試験の詳細を解説)

(圧密試験見学：データの見方の解説)          (濃尾地盤の分布・特性などに関する研修)

(見学会実施の感想) 

① 全地連の作成した「建築設計のための地盤調査-地盤材料試験編-」のビデオは，全体が 30 分とコンパ

クトにまとまっており，試験の全体を把握し，その結果を活用する内容となっており，非常に充実して

いる．ただ内容が少し古くなってきていることから，全体を更新できると良いと考えている． 
② 地盤材料試験の見学に関しては，更新した説明パネルを用いた試験の解説を行うとともに，各職員が工

夫を凝らした各種小道具を準備しての解説など，徐々に見学会の内容が深耕していることを実感した．

③ 濃尾地盤の解説に関しては，地形，地質，地盤の工学的特性，濃尾地盤における地盤災害，地盤調査の

留意点などについて解説を実施した． 

④ 見学会全体を通じて，「地盤調査の重要性」について理解を深めていただいたものと考えている． 
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2. 第 2 回地盤⼯学サロン「地盤のトラブルサム事例」参加報告 

(1) 地盤⼯学サロン概要 
公益社団法人地盤工学会 中部支部では，シニア

の会員の方々が定年を迎えられた後も，会員として

継続した活動をしていただけることを目途として，

平成 25 年 8 月“シニア会員継続 WG”を立上げて

活動を開始されている．この WG は，平成 27 年 4
月から，より活発化した活動を行うべく“シニア活

性化委員会”として，WG から委員会に昇格して活

動を強化されている． 
我が国の各種学会と同様に，地盤工学会でもご多

分に漏れず，会員数の減少が継続している．特に，

団塊の世代が定年を迎えている現在，会員の確保は，

地盤工学会が健全に継続するための喫緊の課題で

あるといえる．具体的に記述すると，学会の総会員     

数のピーク値(正会員＋学生会員)は，平成 9 年度末   
の 14,649 名であった．現在(平成 27 年 10 月末)では，学会全体の会員数の減少率は，0.56 となっており，

ほぼ 1/2 の会員数となっている．これと連動するように，中部支部における減少率は，0.54 と学会全体と大

差なく，支部においても半減している． 
これらのことから，中部支部においては，「シニアの活動・交流・学習の場を提供すること」，「学習・交

流の場として，講演会や見学会と懇親会を組み合わせた事業を行う」ことにより，シニアの方が定年を迎え

られても学会員として，会員継続できる場の提供を目途として，地盤工学サロンや見学会を開催している． 
ここでは，第 2 回の地盤工学サロンの参加報告(参加者：40 名，当組合からは 7 名の参加)を行った．       

(2) 特別講演 
特別講演は，「地下建設工事におけるトラブルサム地盤と事象・その対応」と題して，橋本正先生((株)地

域地盤環境研究所 社長)にお願いした．地盤工学会関西支部で，“トラブルサム地盤研究委員会”が 2009 年

に設立されたが，橋本先生はその委員長として，国内外における地下建設工事のトラブル事例を研究されて

いる．今回のサロンでは，上海市の地下建設プロジェクト・高速道路，オランダのトンネルプロジェクト，

出水陥没事故，国内の各種プロジェクトにおけるトラブルが生じやすい地盤の特性などについて話題提供し

て頂いた．まとめとしては以下のように整理され報告された．多くの keyword が含まれている． 
 大阪などの臨海部の大都市部の地盤は軟弱で地下水位が高い 
 地盤沈下・井戸枯れ等の経験から地下水保全技術が重要 
 大都市は大深度化，輻輳化し難工事が増加 
 アジア等の大都市は軟弱地盤が多い中でインフラ

整備が盛況(天津，広州，台北，高雄，バンコク他) 
 トラブルサム地盤(細砂層など)は世界共通の課題 
 トラブル事例と対応法等の技術伝承の必要性 
 地盤調査・解析技術、現場計測工法の重要性 
 地下水トラブルへの対応技術の改良・開発(調査，

設計，施工，モニタリング，維持管理，修復) 
 計画・設計・施工技術者の能力研鑽の必要性 
 トラブル時のリスク管理法の確立：保険など 
 アジアへの知識，技術の発信とビジネス化 

特に，細砂(単一粒径 Uc≦5)におけるトラブルと

対応で，開削工事における「水中で流動化し易い」 
地盤の解説では，濃尾地盤でも留意すべき事例として印象に残った． 
この他，調査編(中道育夫委員)では，「豪雨災害の斜面復旧対策で発生しやすいトラブル要因と対策事例」

について報告された．設計編(白木敏和委員)では，「埋め込み杭のトラブル事例」，施工編(坪井英夫委員)で

 (橋本先生のグローバルな地盤トラブルのご講演) 

 (澁木委員長による委員会報告を兼ねた開会挨拶)
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は，「トラブルが発生しやすい地盤における地盤改

良施工について」の報告がなされた．いずれも，地

盤のトラブルに関連して，各立場から興味深い話題

の提供がなされていた． 
 今回の特別講演は，中部支部長の 山下研二支部

長(名古屋市上下水道局)と，特別講演の橋本先生が

現在の関西支部長でしたので，関西支部と中部支部

の交流もできて有意義だったといえる． 
さらに，今回のサロンの内容で，別途，もう少し

時間を長くとり，技術研修を希望されるなどの案件

も出現し，非常に有意義であったと考えられる． 
 なお，会場は名城大学の MSAT を活用させてい

ただいたが，いつも通り素晴らしい施設であった． 

 

 
 

 （参加者からのアンケート回答における主要なご意⾒） 
・このような会は大変有益と思う．ベテランの方と若手がフリーにディスカッションできるような場ができれ

ば理想的と思う．かなり運営が大変だと思うが． 
・本日は大変興味深い内容だった． 
・研究発表会等へ促すため参加費用の割引，シニア委員会の拡充  → アドバイザー的組織の設立． 
・講習会の割引 OK．理想的には 65 才以上は年会費半分にする． 
・このような会にもっと若手（特に学生・非会員含む）を参加させ技術伝承を図る． 
・実務的な情報が良かった．橋本先生の内容が盛りだくさんで時間が短いと思った． 
・今回のような施工トラブル事例の説明は有意義と考える．   

(中道委員による調査編報告) 

(白木委員による設計編報告)             (坪井委員による施工編-地盤改良報告)

(和やかな雰囲気のラウンジでの懇親会)     （山下支部長も参加され，名古屋市での追加講演会もご相談？）

 

名城大ブランド 
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3. 職員を対象に，「企業におけるマイナンバー制度対策」講習会を開催しました． 
 現在，報道されていますように，マイナンバー通知が届いている頃と考えられる．当組合では，このマイ

ナンバー制度に適応するために，愛知県中小企業団体中央会に相談して，この制度に詳しい清水健也社労士

を紹介して頂き，組合における各種の取扱規程を作成致しました．この規程を円滑に遂行していくために，

依頼先の清水社労士をお招きして，マイナンバー制度の背景・取扱などに関する説明会を，下記の日時で開

催致しました．各種の取扱などを含めて，勉強になりました． 

   ・日 時：平成 27 年 12 月 15 日(火) 15:00～16:30 (予定) 
・場 所：大会議室 
・講 師：清水 健也 氏 (清水経営労務事務所社長，社会保険労務士) 
・話 題：マイナンバー制度の準備と対策 

 なお，策定した諸規定は，下表のごとく多岐にわたります．併せて，これらに関する就業規則，就業規則

(補)-育児・介護休業等に関する規則-，パート職員就業規則なども条項を関連していただきました． 

   (整備したマイナンバー制度関係規程) 

1. 特定個人情報取扱規程    
2. 特定個人情報基本方針    
3. 取扱マニュアル  
4. 個人番号提供依頼書 
5. マイナンバーの連絡のお願い 
6. 個人番号取得時の本人確認資料一覧 

(関連書類・記録簿等の整備) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(主たる研修内容) 

1. 個人番号カードと通知カード 

2. マイナンバー制度のスタートはいつ？ 利用範囲は？ 

3. マイナンバーの利用イメージ 

4. マイナンバーの記載が必要な書類 

5. 事業者の対応義務（従業員対応，安全管理対応） 

6. 罰則の強化 等 

(参加した感想) 

① 通知カードと個人カードの取扱とその留意点，マイナンバーの利用のイメージなどが理解できた． 

② 法人番号は，国税庁 HP で，既に公開されていることも知りました (http://www.houjin-bangou.nta.go.jp/)． 

③ 取扱の留意点，安全管理対応などに関しては，本当に勉強になりました． 

④ このマイナンバーを最初に使用するのは，H28 年 1 月以降に退職者が発生し，雇用保険申請時となる見込み． 

 

(愛知県中央会からのご紹介の社労士 清水 健也 先生)      (研修会開催状況：理事会社の総務の方3名も参加) 
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4. 平成 27 年度_主要設備投資の進⾏状況報告 

(1) 3 連式変⽔位・定⽔位透⽔試験機 
今期の設備投資の目玉である 3 連式変水

位・定水位透水試験機が，テスコ株式会社よ

り納入され，平成 27 年 11 月 11 日に設置完

了しました． 
本来，この試験機は，変水位透水試験機と

して製品化されていたが，定水位試験も可能

な試験機とした(詳細仕様：右表参照)． 
(基本性能：テスコ社のHPから転載，一部追記) 

 基本的機能を装備した標準タイプ 
 JIS A 1218 に準拠 
 多連型による試験時間の短縮が可能 
 径の異なるスタンドパイプの装備に

より広範囲の試料に適用が可能 
 専用加圧回路による加圧式透水試験

も実施可能(0.1MPa-max まで可能) 

(2) 物理試験室の環境整備 

 当組合の地盤材料試験の稼働は，建設事業に関連していることから，第 3～4 四半期に業務が多く発注さ

れ，稼働も上がることになるが，従来，ガス給湯器を設備していなかった為に，冬場は冷たい水の使用を余

儀なくされていた．物理試験業務は，重要な業務の一つであり，稼働効率の向上・品質向上のためにも，こ

れらの環境整備を行う必要があった．今年度，念願の整備が完了し，この効果に期待が持てると考えている． 

(3) 電磁式フルイ振とう機 

 ジオ・ラボネットワーク第 3 回技術研修会でもこの電磁式フルイ振とう機を用いて，比較試験を実施し

ている．従来の手動フルイ分析では，個人差による誤差が出やすく，作業に時間がかかる(振とう時間の目

安は 5～15 分)などの課題点を解消してくれた電磁式フルイ振とう機の 2 台目を購入した．本機には，フル

イを固定する治具も併せて購入して，さらに稼働効率を向上させて，粒度フルイ試験で活用している． 

(4) その他，今期で進めている代表的な設備投資 

 中型三軸試験器の 4 連化，液状化試験機の三軸セルの交換，岩石・中容量三軸試験器の分離，圧密試験

機の一部高圧密化(φ=60mm)・圧密リングのチタン化(防蝕対応)などの投資を進めている．さらに，結果の

品質向上のために，供試体-Vp Vs 測定器における交流安定化電源の導入(新規)等を計画している． 
これらにより，さらに精度の高い地盤材料試験結果をご提供できるように整備を進める予定である．さら

に，計測関係のソフトも順次整備(Windows10 対応等)を進めている． 

 (3連式変水位・定水位透水試験機)       (物理試験室の給湯器の新設)      (電磁式フルイ振とう機の増設) 

架台(3台) 3連一体型または3連独立型

飽和給水装置（3式） 貯水びん，給水びん，吸引びん

透明アクリル製　100㏄ 3種（5，20，50mmφ）

目盛長さ 900mm

加圧システム（1式）
空気・水置換タンクによる
　　　　0.1MPa-maxまでの加圧（3連同時）

ビューレット（3式） 透明アクリル製　100㏄ 1種（加圧時に使用）

100φ×127mmH

鋼製メッキ仕上げ

コック付上板、溝付底板

フィルター上部（多孔板または金網）

フィルター下部（ポーラスストン）

透水モールド ： 内径100φ×127mmH、

上下透水板付

越流槽（越流口付）

突固め用カラー

真空ポンプ（※1台）・配管チューブ及び継手

スタンドパイプ（3式）

透水モールド（3式）

付属品（3式）

構成・仕様
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5．分かり易い地盤材料試験の解説パネルシリーズ (その 2) 

●No.3︓⼟粒⼦の密度試験 (作成︓加藤雅也・⽯原聖⼦)

●No.4︓⼟の「液性限界試験・塑性限界試験 (作成︓加藤雅也・⽯原聖⼦) 

(まだまだ次号へ続きます．全9回の連載です．ご期待下さい．)
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愛知県15社,三重県2社,静岡県1社（五十音別）

㈱ ア オ イ テ ッ ク 青 葉 工 業 ㈱ ㈱ ア ク ア テ ル ス 川 崎 地 質 ㈱

基礎地盤コ ンサル タン ツ㈱ ㈱ キ ン キ 地 質 セ ン タ － サ ン コ － コ ン サル タン ト ㈱ ㈱ ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト

玉野総合 コ ン サル タン ト ㈱ 中 央 開 発 ㈱ ㈱ 東 建 ジ オ テ ッ ク 東 邦 地 水 ㈱

㈱ 中 日 本 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 日 さ く 日 特 建 設 ㈱ 冨 士 開 発 ㈱

松 阪 鑿 泉 ㈱ 明 治 コ ン サ ル タ ン ト ㈱

準組合員15社 愛知県11社,三重県1社,岐阜県1社,静岡県2社（五十音別）

㈱朝日土質設計コンサルタント 応 用 地 質 ㈱ 協 和 地 研 ㈱ 興 亜 開 発 ㈱

㈱シマダ技術コ ンサルタント ㈱地圏総 合コ ンサ ルタ ント ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング ㈱ 大 和 地 質

㈱中部ウエ ルボー リング社 ㈱ 東 海 環 境 エ ン ジ ニ ア 東 海 ジ オ テ ッ ク ㈱ ㈱ 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ

日 本 物 理 探 鑛 ㈱ ㈱ フ ジ ヤ マ ㈱ ヨ コ タ テ ッ ク

組合員18社

中部地域に貢献する中部⼟質試験協同組合を構成する組合員・準組合員

（●予告：当組合の建通新聞 2016年元旦号に掲載予定の広告は，英語バージョンで掲載予定です-：作者は 当組合職員の岩田 暁です．） 

 (最新ニュース) 地盤⼯学会 技術推進・調査基準チームによって，進められていました「地盤調査基準・室内試験基準の英訳化」の 

3 カ年計画の初年度英訳化が完了し，下記のようにこのたび発刊(H27.12)されました． 

当組合では，この英⽂化の事業にあたり，理事会の承認を得て寄付を⾏いました．この結果，発刊時の広告掲載が可能となりました． 

お⼿元に⼊⼿された⽅がおられましたら，⼀度当組合の CM をご覧いただければ幸いです． 

JAPANESE GEOTECHNICAL SOCIETY STANDARDS  

●Laboratory Testing Standards of Geomaterials (Vol.1) 

●Geotechnical and Geoenvironmental Investigation Methods (Vol.1) 

(従来の日本語版) 

・青本(調査編) 

・赤本(試験編) 

(新規発刊の英語版) 

・青本(調査編) 

・赤本(試験編) 

 

 

 


